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令和元年第３回定例会の予定　
北名古屋市議会だより vol.67

≪皆さんの声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

８月２８日（水）

９月 ５日（木）

９月６日（金）

９月９日（月）

９月１０日（火）

９月１１日（水）

９月１７日（火）

９月１８日（水）

９月１９日（木）

９月２０日（金）

９月２６日（木）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
第３回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、８月１９日(月)
の午後５時(予定)で
す。詳しくは、議会
事務局までお問い合
わせください。

　議会だよりをより多くの方に手に取り、読んでいただけるよう、今回から議案及び
委員会に関するページをリニューアルしてお届けしております。また、１年間通して
『虐待』をテーマに特集記事を掲載してまいります。全頁カラー化に伴い更なる見や
すさの追求と、充実した紙面づくりを目指し、今後も工夫を重ねてまいりますので、
よろしくお願いいたします。
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　子どもが安心できる家庭で、一番の愛情を注ぐはずの両親などから虐待を受
け、命が奪われるという非常に痛ましい事件が起こるなど、日本社会全体に
とって深刻な社会問題となっている。

　子どもへの虐待は、生命及び人権を著しく脅かす決して許してはならない行
為であり、何人にも子どもへの虐待を行わせないという姿勢が欠かせない。

　北名古屋市では、「子どもがすてきに育つまち　北名古屋」を推進してお
り、専門部署を設置し、子どもへの虐待の早期発見、早期支援などのため、児
童相談所、警察、学校、保育所、地域の関係機関との密な連携によって子ども
への虐待に対する施策を強く進めているが、虐待の根絶には至っていない現状
であり、市民一人ひとりが子どもへの虐待問題に対する理解を深め、主体的な
関わりが持てるような環境づくりが喫緊の課題である。
　
　北名古屋市議会は、子どもがいきいきと健やかに成長することができる地域
社会の実現に向けて、市や関係機関と一層の連携や情報の共有を図ることで虐
待の認識を深め、子どもを虐待から守るという確固たる姿勢を持って、普及啓
発・相談体制の強化などあらゆる方策を提言し、虐待の根絶のため全力で取り
組むことを宣言する。

令和元年６月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北名古屋市議会

児
童
虐
待

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
ぐ

　
全
国
で
児
童
虐
待
事
件
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
児
童
相
談
所
の
児

童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数(

平
成
29
年
度)

は
、
児
童
虐
待
防
止
法
施
行
前(

平
成
11

年
度)

の
11
・
5
倍
に
増
加(

13
万

3
7
7
8
件)

し
、
虐
待
に
よ
る
児
童
の

死
亡
事
件
も
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

国
は
児
童
虐
待
防
止
法
の
強
化
へ

　
こ
の
6
月
に
は
国
会
で
、
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
や
親
権
者
等
に
よ
る
体

罰
禁
止
等
を
盛
り
込
ん
だ
児
童
虐
待
防

止
関
連
法
が
改
正
さ
れ
、
あ
ら
た
な
被

害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
が
整
備
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
何
が
で
き
る
か

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
、

虐
待
根
絶
に
全
力
で
取
り
組
も
う
と
い

う
固
い
決
意
を
、
ま
ず
は
「
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
ま
ち
宣
言
」
と
し
て
全

員
賛
成
で
決
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
地
域
に
呼
び
か
け
て
、
虐
待

を
な
く
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
一
緒
に
考
え
た

い　
今
後
、
議
会
だ
よ
り
で
は
虐
待
を
年

間
の
テ
ー
マ
と
し
て
連
載
し
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
ま
す
。

議
会
事
務
局

○
メ
ー
ル
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　giji@
city.kitanagoya.lg.jp

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
（
0
5
6
8
）23-

3
1
4
0

子どもを虐待から守る
まち宣言

〜
い
ま
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
〜

子
ど
も
の
命
と
心
を
守
る
た
め
に

第2回定例会の結果・・・・・Ｐ４　　Ｐｉｃｋｕｐ案件・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５
一般質問・・・・・・・・・・Ｐ８　　第３回定例会の予定、編集後記・・・・・・・・・・Ｐ１６

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

特
集

※写真はイメージです。
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令和元年　　第２回定例会の結果
　　　　　　 会期２３日間　６月４日～６月２６日

今回の議案
条例の改正・・・・・・・５件　　　補正予算・・・・・・・・・・・２件
契約案件・・・・・・・・１件　　　条例の改正（議員提案）・・・・１件
決議（議員提案）・・・・１件

全ての議案内容は、
北名古屋市議会ホームページの
「議案・請願とその審議結果」

をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップし具体的に

どう変わるのかを（P5～P7）に
掲載しております。

インターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索

一
部
の
方
の
、
税
額
の
控
除
や

軽
減
措
置
が
追
加
・
変
更
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
46
号
北
名
古
屋
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Pickup

Pickup

可決

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
こ
と
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
拡
充

②
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
の
非
課
税
措
置

③
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
措
置

④
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し

　
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
た
多
機
能
端
末
機
で
の
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

今
年
の
10
月
１
日
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め

　
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
対
象
者
の
人
数
と
金
額
は

Ａ
　
9
人
で
総
額
11
万
4
0
0
0
円

　
　
に
な
る

Ｑ
　
国
か
ら
の
措
置
は
あ
る
か

Ａ
　
国
か
ら
の
補
填
措
置
は
な
い

Ｑ
　
令
和
3
年
以
降
の
適
用
と
の
こ

　
　
と
だ
が
、
令
和
4
年
以
降
も
適

　
　
用
さ
れ
る
か

Ａ
　
適
用
さ
れ
る

市
役
所
以
外
で
も
印
鑑
登
録
証
明
書
が

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

Ａ
　
５
月
１
日
現
在
約
９
％
、

　
　
交
付
枚
数
は
７
５
９
５
枚

Ｑ
　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
庁
舎
で
の

　
　
発
行
枚
数
は

Ａ
　
30
年
度
の
発
行
枚
数
は

　
　
約
２
７
０
０
０
通

可決

こんな
質問が
出ました

こんな
質問が
出ました

議
案
第
47
号
北
名
古
屋
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議案名議案番号

全員賛成

賛成多数

全員賛成

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について

令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について

北名古屋市市税条例の一部改正について

北名古屋市印鑑条例の一部改正について

令和元年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

北名古屋市介護保険条例の一部改正について

北名古屋市下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正について

北名古屋市議会基本条例の一部改正について

子どもを虐待から守るまち宣言に関する決議について

工事請負契約の締結について（公共下水道雨水管渠整備工事）

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第52号

決議第 1 号

議案第51号

議決結果

イラスト：総務省パンフレットより

対
象

①
消
費
税
率
10
％
が
適
応
さ
れ
る
住
宅

　
取
得
（
他
に
も
条
件
あ
り
）

②
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
で
、
前
年

　
の
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以

　
下
（
令
和
３
年
度
以
後
の
個
人
市
民

　
税
に
適
用
）

③
令
和
元
年
10
月
か
ら
令
和
２
年
９
月

　
末
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
自
家
用
軽

　
自
動
車

④
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
新

　
規
取
得
し
た
軽
自
動
車
（
他
に
も
条

　
件
あ
り
）

さらに
詳しく
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い
て

Pickup

Pickup

可決

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
次
の
こ
と
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
拡
充

②
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め
の
非
課
税
措
置

③
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
措
置

④
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し

　
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
た
多
機
能
端
末
機
で
の
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

今
年
の
10
月
１
日
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す
る
た
め

　
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て

Ｑ
　
対
象
者
の
人
数
と
金
額
は

Ａ
　
9
人
で
総
額
11
万
4
0
0
0
円

　
　
に
な
る

Ｑ
　
国
か
ら
の
措
置
は
あ
る
か

Ａ
　
国
か
ら
の
補
填
措
置
は
な
い

Ｑ
　
令
和
3
年
以
降
の
適
用
と
の
こ

　
　
と
だ
が
、
令
和
4
年
以
降
も
適

　
　
用
さ
れ
る
か

Ａ
　
適
用
さ
れ
る

市
役
所
以
外
で
も
印
鑑
登
録
証
明
書
が

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は

Ａ
　
５
月
１
日
現
在
約
９
％
、

　
　
交
付
枚
数
は
７
５
９
５
枚

Ｑ
　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
庁
舎
で
の

　
　
発
行
枚
数
は

Ａ
　
30
年
度
の
発
行
枚
数
は

　
　
約
２
７
０
０
０
通

可決

こんな
質問が
出ました

こんな
質問が
出ました

議
案
第
47
号
北
名
古
屋
市
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議案名議案番号

全員賛成

賛成多数

全員賛成

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について

令和元年度北名古屋市一般会計補正予算（第２号）について

北名古屋市市税条例の一部改正について

北名古屋市印鑑条例の一部改正について

令和元年度北名古屋市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

北名古屋市介護保険条例の一部改正について

北名古屋市下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正について

北名古屋市議会基本条例の一部改正について

子どもを虐待から守るまち宣言に関する決議について

工事請負契約の締結について（公共下水道雨水管渠整備工事）

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第52号

決議第 1 号

議案第51号

議決結果

イラスト：総務省パンフレットより

対
象

①
消
費
税
率
10
％
が
適
応
さ
れ
る
住
宅

　
取
得
（
他
に
も
条
件
あ
り
）

②
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
で
、
前
年

　
の
合
計
所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
以

　
下
（
令
和
３
年
度
以
後
の
個
人
市
民

　
税
に
適
用
）

③
令
和
元
年
10
月
か
ら
令
和
２
年
９
月

　
末
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
自
家
用
軽

　
自
動
車

④
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
新

　
規
取
得
し
た
軽
自
動
車
（
他
に
も
条

　
件
あ
り
）

さらに
詳しく
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低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
が

さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
も
、
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
第
1
段
階
の
軽
減
割
合
を
さ
ら
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
軽
減
対
象

を
第
3
段
階
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
議
員
全
員
で
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
議
会
の
改
革

を
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
災
害
時
の
対
応
を
迅
速
か
つ
適
切
に

行
う
こ
と
を
条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

議
会
の
基
本
条
例
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
追
加
さ
れ
た
『
継
続
的
な
議
会
改

革
』や『
議
会
と
し
て
の
災
害
時
対
応
』

は
、
今
ま
で
に
も
、
議
会
I
C
T
化

推
進
基
本
計
画
の
策
定
や
議
会
災
害

対
応
指
針
の
策
定
等
の
具
体
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
基

本
条
例
に
そ
れ
ら
が
明
文
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
見
直
し
で
追
加
と
な

り
ま
し
た
。

可決

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

負
担
区
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

可決

　
今
回
の
改
正
で
は
、
今
ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
た
第
１
負
担
区
（
下
図
赤

色
）
以
外
で
、
市
街
化
区
域
を
第
２
負
担
区
（
下
図
青
色
）
と
定
め
ま
す
。

負
担
金
額
は
第
１
負
担
区
同
様
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
の
未
納
者
数
と
そ
の
対
応
は

Ａ
　
55
名
程
度
。
滞
納
者
へ
は
督
促
状
・

　
　
催
告
書
の
送
付
や
資
産
等
の
実
態

　
　
調
査
を
行
な
い
納
付
の
協
力
を
お

　
　
願
い
し
て
い
る

Ｑ
　
第
２
負
担
区
に
入
っ
て
い
く
に
あ

　
　
た
り
、
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
と

　
　
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

Ａ
　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
整
備
状

　
　
況
を
P
R
し
つ
つ
、
よ
く
周
知
を

　
　
し
た
う
え
で
事
業
を
進
め
て
い
き

　
　
た
い第１段階

第２段階

第３段階

現行
(保険料年額)

保険料
段階区分

２５１１０円

３６２７０円

４１８５０円

２０９２５円

３２０８５円

４０４５５円

軽減額

▲４１８５円

▲４１８５円

▲１３９５円

改正後

第１段階
生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で
住民税非課税世帯に属する方

住民税非課税世帯に属し、課税年金収入と合計
所得金額の合計額が８０万円以下の方

第２段階 住民税非課税世帯に属し、課税年金収入と合計
所得金額の合計額が１２０万円以下の方

第３段階 住民税非課税世帯に属する第１段階、第２段階
以外の方

さらに
詳しく

こんな
質問が
出ました

議
案
第
50
号
北
名
古
屋
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
北
名
古
屋
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
49
号
北
名
古
屋
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

負担区域図

北名古屋市公共下水道デザインマンホール蓋

本会議場

※保険料の賦課にあたっては、100円未満の端数を切り捨てて賦課
　されます。

Pickup Pickup

Pickup

可決
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低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
が

さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
も
、
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
第
1
段
階
の
軽
減
割
合
を
さ
ら
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
軽
減
対
象

を
第
3
段
階
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
議
員
全
員
で
、
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
議
会
の
改
革

を
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
災
害
時
の
対
応
を
迅
速
か
つ
適
切
に

行
う
こ
と
を
条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

議
会
の
基
本
条
例
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
追
加
さ
れ
た
『
継
続
的
な
議
会
改

革
』や『
議
会
と
し
て
の
災
害
時
対
応
』

は
、
今
ま
で
に
も
、
議
会
I
C
T
化

推
進
基
本
計
画
の
策
定
や
議
会
災
害

対
応
指
針
の
策
定
等
の
具
体
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
基

本
条
例
に
そ
れ
ら
が
明
文
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
見
直
し
で
追
加
と
な

り
ま
し
た
。

可決

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

負
担
区
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

可決

　
今
回
の
改
正
で
は
、
今
ま
で
対
象
と
な
っ
て
い
た
第
１
負
担
区
（
下
図
赤

色
）
以
外
で
、
市
街
化
区
域
を
第
２
負
担
区
（
下
図
青
色
）
と
定
め
ま
す
。

負
担
金
額
は
第
１
負
担
区
同
様
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
　
現
在
の
未
納
者
数
と
そ
の
対
応
は

Ａ
　
55
名
程
度
。
滞
納
者
へ
は
督
促
状
・

　
　
催
告
書
の
送
付
や
資
産
等
の
実
態

　
　
調
査
を
行
な
い
納
付
の
協
力
を
お

　
　
願
い
し
て
い
る

Ｑ
　
第
２
負
担
区
に
入
っ
て
い
く
に
あ

　
　
た
り
、
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
と

　
　
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

Ａ
　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
整
備
状

　
　
況
を
P
R
し
つ
つ
、
よ
く
周
知
を

　
　
し
た
う
え
で
事
業
を
進
め
て
い
き

　
　
た
い第１段階

第２段階

第３段階

現行
(保険料年額)

保険料
段階区分

２５１１０円

３６２７０円

４１８５０円

２０９２５円

３２０８５円

４０４５５円

軽減額

▲４１８５円

▲４１８５円

▲１３９５円

改正後

第１段階
生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で
住民税非課税世帯に属する方

住民税非課税世帯に属し、課税年金収入と合計
所得金額の合計額が８０万円以下の方

第２段階 住民税非課税世帯に属し、課税年金収入と合計
所得金額の合計額が１２０万円以下の方

第３段階 住民税非課税世帯に属する第１段階、第２段階
以外の方

さらに
詳しく

こんな
質問が
出ました

議
案
第
50
号
北
名
古
屋
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
北
名
古
屋
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
49
号
北
名
古
屋
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

負担区域図

北名古屋市公共下水道デザインマンホール蓋

本会議場

※保険料の賦課にあたっては、100円未満の端数を切り捨てて賦課
　されます。

Pickup Pickup

Pickup

可決
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平
成
15
年
に
導
入
さ
れ
た
期
日
前
投
票
制

度
が
浸
透
し
、
本
市
に
お
け
る
期
日
前
投
票

者
数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
が
、
１８
歳
、

１９
歳
の
期
日
前
投
票
を
利
用
し
た
人
の
割
合

は
右
肩
下
が
り
の
現
状
で
あ
る
。
選
挙
年
齢

の
引
き
下
げ
を
機
に
高
校
や
大
学
等
で
の
投

票
所
も
増
え
、
商
業
施
設
等
便
利
な
場
所
に

設
置
し
た
自
治
体
で
は
、
期
日
前
投
票
を
し

た
人
の
割
合
が
県
内
最
多
で
あ
っ
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、「
北
名
古
屋
市
と
名
古
屋
芸

術
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
の
構
内
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
て
み
て
は
。
ま
た
若
者

の
投
票
意
欲
の
向
上
及
び
投
票
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
駅
構
内
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
へ
の
設
置
、
公
共
施
設
へ
の
増
設
に
向
け

た
考
え
は
。

　
期
日
前
投
票
所
の
利
用
の
定
着
を
認
識
し

て
お
り
、
増
設
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。
し
か
し
、
複
数
の
期
日
前
投
票
所
を
設

け
る
場
合
は
、
二
重
投
票
を
防
止
す
る
た
め

の
専
用
回
線
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
大
学

や
商
業
施
設
等
に
設
置
す
る
場
合
は
投
票
箱

の
保
管
場
所
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
必

要
と
な
る
た
め
、様
々
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

ど
こ
に
増
設
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
費
用
対
効

　
平
成
30
年
に
策
定
さ
れ
た
第
２
次
北
名
古

屋
市
総
合
計
画
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
標
と
し
て
い

る
が
、
増
え
続
け
る
介
護
費
用
、
認
知
症
の

方
の
早
期
発
見
・
治
療
、
高
齢
者
福
祉
施
設

の
設
備
の
整
備
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

①
　
介
護
・
健
康
・
医
療
な
ど
で
困
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

②
　
高
齢
者
の
方
が
い
き
い
き
と
社
会
参
加

で
き
る
活
動
の
場
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
。

③
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
計
画
及
び
介

護
費
用
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
対
策
は
。

④
　
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
継
続
す
る
た
め
の

取
組
状
況
は
。

⑤
　
職
員
・
臨
時
職
員
の
業
務
の
引
き
継
ぎ

状
況
は
。
ま
た
施
策
の
検
証
、
進
捗
に
つ
い

て
指
標
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。
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・
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が
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人
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律
、
福
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の
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門
家
や
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等
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管
理
や
福
祉
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ビ
ス
等
の

身
上
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護
事
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を
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援
す
る
制
度
で
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本
市
の
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度
を
必
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と
さ
れ
る
方
は
約
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0
0
人
い
る
が
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専
門
家
で
な
い
親
族
に

と
っ
て
手
続
は
難
し
い
た
め
、
悩
み
や
課
題

に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
支

援
機
関
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①
　
成
年
後
見
制
度
（
親
族
後
見
人
）
を
支

援
す
る
機
関
の
設
置
時
期
は
。

②
　
支
援
す
る
機
関
は
、
直
営
運
営
か
委
託

運
営
の
ど
ち
ら
か
。
委
託
運
営
の
場
合
は
ど

こ
に
委
託
さ
れ
る
予
定
か
。

③
　
支
援
機
関
の
役
割
と
活
動
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

④
　
東
庁
舎
１
階
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
成
年
後
見
制
度
の
相
談

窓
口
」
と
い
う
看
板
の
設
置
の
考
え
は
。

①
　
国
の
示
す
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
に
準
じ
て
、
本
市
計
画
を
令
和
２
年

度
中
に
策
定
し
た
上
で
、
そ
の
計
画
に
基
づ

い
て
令
和
３
年
度
中
に
開
設
す
る
こ
と
が
努

個
人
質
問

個
人
質
問

　
鹿
田
地
区
で
は
約
３
年
前
か
ら
鹿
田
地
域

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
区
防
災
計
画
の
提
出

を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
震
災
に

備
え
る
組
織
を
構
築
し
た
地
域
や
各
自
治
会

で
設
置
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
会
を
対
象
と

し
た
救
急
救
助
活
動
の
た
め
の
資
機
材
の
設

置
や
、
各
地
域
へ
の
地
区
防
災
計
画
の
策
定

の
啓
発
な
ど
が
市
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

①
　
地
区
防
災
計
画
策
定
へ
の
啓
発
活
動
の

現
状
は
。

②
　
各
自
主
防
災
会
に
お
け
る
設
備
の
状
況

は
。

③
　
主
要
な
地
域
防
災
倉
庫
に
地
域
の
た
め

の
機
材
の
配
置
を
。

④
　
地
域
か
ら
の
救
急
救
助
資
機
材
設
置
要

求
に
対
す
る
対
応
は
。

⑤
　
地
域
の
資
機
材
の
保
守
管
理
費
用
は
地

域
の
負
担
か
。

　①
　
今
後
、
策
定
さ
れ
た
地
区
防
災
計
画
を

モ
デ
ル
と
し
て
他
地
区
の
参
考
と
な
る
よ
う

周
知
啓
発
に
努
め
る
。

②
　
各
自
治
会
に
よ
っ
て
設
備
内
容
は
様
々

だ
が
計
画
的
に
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

市
の
総
合
的
な
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
つ
い
て

沢
田

　哲（
市
政
ク
ラ
ブ
）

成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
・

支
援
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
井
上

　一男（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
環
境
部
長

福
祉
部
長

③
、
④
　
自
主
防
災
会
事
業
補
助
金
に
よ
っ

て
市
が
費
用
の
全
額
又
は
半
額
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
各
自
主
防
災
会
の
保
有
し
て
い

る
資
機
材
を
把
握
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
巨
大

地
震
に
備
え
る
た
め
に
も
早
期
に
調
査
す

る
。

⑤
　
消
火
栓
資
機
材
の
点
検
、
整
備
費
用
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
の

消
防
力
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

・
消
防
団
の
震
災
時
に
お
け
る
火
災
鎮
圧
活

　
動
に
つ
い
て

・
消
防
団
の
震
災
時
に
お
け
る
救
急
救
助
活

　
動
に
つ
い
て

力
義
務
と
な
っ
て
い
る
の
で
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
。

②
　
委
託
運
営
と
し
、
福
祉
、
医
療
や
法
律

の
専
門
職
等
を
複
数
人
設
置
す
る
体
制
を
広

域
的
に
考
え
て
お
り
、
清
須
市
と
豊
山
町
と

情
報
共
有
を
進
め
て
い
る
。
委
託
先
に
つ
い

て
は
他
市
町
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

③
　
虐
待
支
援
も
含
め
た
「
権
利
擁
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
望
ま
し
く
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
推

進
す
る
。
　

④
　
看
板
を
設
置
し
、
相
談
し
や
す
い
窓
口

体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

・
名
古
屋
市
収
集
車
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い

　
て

期
日
前
投
票
所
の
設
置
と
投
票
環
境
の

向
上
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

総
務
課
長

果
を
踏
ま
え
た
期
日
前
投
票
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
大
学
や
駅
構
内
、
商
業
施
設
へ
の

設
置
、
公
共
施
設
へ
の
増
設
も
含
め
て
、
引

き
続
き
研
究
し
つ
つ
、
投
票
環
境
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

・
有
権
者
の
投
票
率
向
上
の
更
な
る
取
組
に

　つ
い
て

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熊
澤

　真
澄（
市
政
ク
ラ
ブ
）

高
齢
福
祉
課
長

③
　
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
教
室
の

開
催
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と

の
コ
ラ
ボ
等
多
彩
な
社
会
資
源
の
発
掘
と
活

用
を
図
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

④
　
在
宅
介
護
者
へ
の
介
護
の
情
報
交
換
や

相
談
支
援
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
　
職
員
が
日
々
の
相
談
記
録
を
電
子
カ
ル

テ
に
記
載
し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
指

標
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
で
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問
議
員

　１２
名

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

期日前投票所
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平
成
15
年
に
導
入
さ
れ
た
期
日
前
投
票
制

度
が
浸
透
し
、
本
市
に
お
け
る
期
日
前
投
票

者
数
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
が
、
１８
歳
、

１９
歳
の
期
日
前
投
票
を
利
用
し
た
人
の
割
合

は
右
肩
下
が
り
の
現
状
で
あ
る
。
選
挙
年
齢

の
引
き
下
げ
を
機
に
高
校
や
大
学
等
で
の
投

票
所
も
増
え
、
商
業
施
設
等
便
利
な
場
所
に

設
置
し
た
自
治
体
で
は
、
期
日
前
投
票
を
し

た
人
の
割
合
が
県
内
最
多
で
あ
っ
た
。
本
市

に
お
い
て
も
、「
北
名
古
屋
市
と
名
古
屋
芸

術
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
の
構
内
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
て
み
て
は
。
ま
た
若
者

の
投
票
意
欲
の
向
上
及
び
投
票
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
駅
構
内
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
へ
の
設
置
、
公
共
施
設
へ
の
増
設
に
向
け

た
考
え
は
。

　
期
日
前
投
票
所
の
利
用
の
定
着
を
認
識
し

て
お
り
、
増
設
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。
し
か
し
、
複
数
の
期
日
前
投
票
所
を
設

け
る
場
合
は
、
二
重
投
票
を
防
止
す
る
た
め

の
専
用
回
線
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
大
学

や
商
業
施
設
等
に
設
置
す
る
場
合
は
投
票
箱

の
保
管
場
所
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
必

要
と
な
る
た
め
、様
々
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

ど
こ
に
増
設
す
る
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
費
用
対
効

　
平
成
30
年
に
策
定
さ
れ
た
第
２
次
北
名
古

屋
市
総
合
計
画
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
標
と
し
て
い

る
が
、
増
え
続
け
る
介
護
費
用
、
認
知
症
の

方
の
早
期
発
見
・
治
療
、
高
齢
者
福
祉
施
設

の
設
備
の
整
備
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

①
　
介
護
・
健
康
・
医
療
な
ど
で
困
っ
た

時
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

②
　
高
齢
者
の
方
が
い
き
い
き
と
社
会
参
加

で
き
る
活
動
の
場
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
。

③
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
計
画
及
び
介

護
費
用
の
抑
制
を
図
る
た
め
の
対
策
は
。

④
　
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
継
続
す
る
た
め
の

取
組
状
況
は
。

⑤
　
職
員
・
臨
時
職
員
の
業
務
の
引
き
継
ぎ

状
況
は
。
ま
た
施
策
の
検
証
、
進
捗
に
つ
い

て
指
標
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。
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力
を
高
め
る
た
め
に
つ
い
て

沢
田

　哲（
市
政
ク
ラ
ブ
）

成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口
・

支
援
機
関
の
設
置
に
つ
い
て
井
上

　一男（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
環
境
部
長

福
祉
部
長

③
、
④
　
自
主
防
災
会
事
業
補
助
金
に
よ
っ

て
市
が
費
用
の
全
額
又
は
半
額
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
各
自
主
防
災
会
の
保
有
し
て
い

る
資
機
材
を
把
握
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
巨
大

地
震
に
備
え
る
た
め
に
も
早
期
に
調
査
す

る
。

⑤
　
消
火
栓
資
機
材
の
点
検
、
整
備
費
用
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
の

消
防
力
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

・
消
防
団
の
震
災
時
に
お
け
る
火
災
鎮
圧
活

　
動
に
つ
い
て

・
消
防
団
の
震
災
時
に
お
け
る
救
急
救
助
活

　
動
に
つ
い
て

力
義
務
と
な
っ
て
い
る
の
で
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
。

②
　
委
託
運
営
と
し
、
福
祉
、
医
療
や
法
律

の
専
門
職
等
を
複
数
人
設
置
す
る
体
制
を
広

域
的
に
考
え
て
お
り
、
清
須
市
と
豊
山
町
と

情
報
共
有
を
進
め
て
い
る
。
委
託
先
に
つ
い

て
は
他
市
町
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

③
　
虐
待
支
援
も
含
め
た
「
権
利
擁
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
望
ま
し
く
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
推

進
す
る
。
　

④
　
看
板
を
設
置
し
、
相
談
し
や
す
い
窓
口

体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

・
名
古
屋
市
収
集
車
の
運
行
ル
ー
ト
に
つ
い

　
て

期
日
前
投
票
所
の
設
置
と
投
票
環
境
の

向
上
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

総
務
課
長

果
を
踏
ま
え
た
期
日
前
投
票
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
大
学
や
駅
構
内
、
商
業
施
設
へ
の

設
置
、
公
共
施
設
へ
の
増
設
も
含
め
て
、
引

き
続
き
研
究
し
つ
つ
、
投
票
環
境
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

・
有
権
者
の
投
票
率
向
上
の
更
な
る
取
組
に

　つ
い
て

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熊
澤

　真
澄（
市
政
ク
ラ
ブ
）

高
齢
福
祉
課
長

③
　
生
活
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
教
室
の

開
催
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と

の
コ
ラ
ボ
等
多
彩
な
社
会
資
源
の
発
掘
と
活

用
を
図
る
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

④
　
在
宅
介
護
者
へ
の
介
護
の
情
報
交
換
や

相
談
支
援
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
　
職
員
が
日
々
の
相
談
記
録
を
電
子
カ
ル

テ
に
記
載
し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
指

標
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
で
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

質
問
議
員

　１２
名

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

期日前投票所



　
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
健
康

づ
く
り
運
動
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
策
定

し
た
「
北
名
古
屋
市
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
２１ 

」

の
資
料
に
よ
る
と
、
本
市
の
状
況
は
、
特
定

健
診
受
診
率
の
低
さ
や
若
い
世
代
で
の
大
腸

が
ん
検
診
受
診
者
数
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
若
年
層
へ
の

各
種
健
診
へ
の
誘
導
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
生
活
習
慣
病
予
防
に
は
適
度
な
運
動
が

有
効
で
あ
り
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
新
潟
県
妙
高
市
の
体
育
施
設
で

は
、
プ
ー
ル
本
来
の
使
い
方
に
と
ど
ま
ら
ず

施
設
内
の
す
べ
て
の
空
間
、
設
備
を
有
効
活

用
し
て
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
る
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き

非
常
に
人
気
を
博
し
て
い
る
。
現
在
建
設
中

の
（
仮
称
）
北
名
古
屋
清
掃
工
場
の
余
熱
を

利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
で
の
設
備
の
活
用
や

幅
広
い
利
用
者
獲
得
の
方
法
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
北
名
古
屋
衛
生
組
合
が
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
を
進
め
て
い
る
。
施
設
の
活
用
方
法
と

し
て
は
泳
ぐ
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、
多
目

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
幅

広
い
年
齢
層
で
利
用
者
間
の
交
流
も
深
ま
る

よ
う
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

 

・
清
掃
工
場
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー

　
ル
の
設
備
に
つ
い
て

・
市
内
の
施
設
を
利
用
し
た
総
合
健
康
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

・
通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
5
月
に
大
津
市
に
お
い
て
、
歩
道
で
信
号

待
ち
を
し
て
い
た
園
児
の
列
に
車
が
突
っ
込

み
、
死
者
を
出
す
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発

生
し
た
。
本
市
で
は
、
通
学
路
安
全
対
策
の

た
め
通
学
路
の
完
全
カ
ラ
ー
化
の
推
進
を
し

て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。
2
0
1
6
年
の
猶

木
議
員
の
通
学
路
の
安
全
対
策
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
、「
第
１

ス
テ
ー
ジ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
、
第
２
ス
テ

ー
ジ
が
利
用
者
目
線
で
質
的
改
良
、
第
３
ス

テ
ー
ジ
が
道
路
構
造
の
整
備
」と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
現
在
は
ど
の
ス
テ
ー
ジ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。
ま
た
、
保
育
園
児
の
通
園
や
園

外
活
動
、
未
就
学
児
が
利
用
す
る
子
育
て
関

連
施
設
周
辺
の
歩
道
の
点
検
整
備
を
実
施
す

る
考
え
は
。

　
本
市
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
優
先

し
、
関
係
各
課
や
国
や
県
の
道
路
管
理
者
、

警
察
、
小
学
校
と
連
携
し
通
学
路
緊
急
合
同

点
検
や
通
学
路
交
通
安
全
対
策
検
討
会
を
組

織
し
て
い
る
。
通
学
路
の
カ
ラ
ー
化
は
平
成

24
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
各
所
で
目
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
化
対
策

だ
け
で
な
く
、
防
護
柵
の
設
置
等
を
行
う
質

的
・
構
造
的
改
良
を
伴
う
次
な
る
ス
テ
ー
ジ

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
に
は
改
め
て
園
外
活
動
の
安

全
点
検
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路
交

通
安
全
対
策
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
に
保
育

園
、
幼
稚
園
、
子
育
て
支
援
施
設
の
方
々
を

加
え
、
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
げ

て
い
く
。

 

・
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
へ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の

　
設
置
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
・
自
殺
相
談

　
に
つ
い
て

通
園
通
学
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
安
全
対
策
と

今
後
に
つ
い
て

齊
藤

　裕
美（
公
明
党
）

副
市
長

清
掃
工
場
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
の

活
用
に
つ
い
て

清
水

　晃
治（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
環
境
部
長

児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

統
合
に
つ
い
て

浅
利

　公
惠（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
部
局
が
つ
な
ぐ
学
校
と
地
域
の

連
携
に
つ
い
て

渡
邉

　麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

福
祉
部
次
長

防
災
環
境
部
長

　
災
害
時
、
避
難
所
と
な
る
学
校
は
地
域
防

災
の
拠
点
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
が
高

い
。
災
害
時
は
、
行
政
職
員
は
様
々
な
対
応

に
追
わ
れ
、
教
職
員
は
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
や
学
校
教
育
活
動
の
維
持
・
再
開
を
最

優
先
に
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
学

校
の
設
備
や
防
災
機
能
を
把
握
し
、
避
難
所

を
主
体
的
に
利
用
す
る
市
民
へ
の
積
極
的
な

情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
市
の
防
災
部
局

が
事
前
に
学
校
・
地
域
の
自
主
防
災
会
等
と

情
報
を
共
有
し
協
議
し
て
お
く
こ
と
で
、
円

滑
な
避
難
所
運
営
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

①
　
小
・
中
学
校
の
防
災
計
画
・
避
難
所
運

営
計
画
は
。

②
　
学
校
の
防
災
機
能
や
設
備
の
把
握
と
市

民
へ
の
情
報
共
有
は
。

③
　
学
校
と
市
民
が
連
携
体
制
を
つ
く
る
た

め
の
対
策
は
。

①
　
市
内
の
小
・
中
学
校
１６
校
が
大
地
震
防

災
計
画
を
整
備
し
、
教
職
員
の
動
員
や
活
動

内
容
な
ど
避
難
所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
明

記
し
て
い
る
。

②
　
市
の
防
災
訓
練
の
際
の
現
場
確
認
が
情

報
提
供
の
場
と
捉
え
て
い
る
が
、
学
校
設
備

に
つ
い
て
情
報
共
有
で
き
て
い
な
い
部
分
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
　
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
枠
組
み
を
通
じ
て
防
災
部
局
が

学
校
と
地
域
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
、
災
害

時
の
避
難
所
の
機
能
が
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
、
学
校
関
係
者
、
地
元
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

 

・
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
区
外
の
公
園
利
用
に
つ
い
て

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
い
て

　
本
市
で
は
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
責
任
者
と
行
政
が
合
同
会
議
を
行
う

等
連
携
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
児

童
ク
ラ
ブ
の
施
設
内
で
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
両
方
を
行
う
こ
と
は
、
定
員
、
施
設
の
関

係
や
目
的
（
生
活
の
場
と
し
て
の
児
童
ク
ラ

ブ
、
学
習
の
場
と
し
て
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
）
が
異
な
る
た
め
統
合
は
困
難
で
あ
る

が
、
指
導
員
の
先
生
や
指
導
方
針
を
統
一
し

た
方
が
児
童
に
と
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
運
営
の
方
法
、
指
導
方
法
の
見

直
し
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
で
留

守
家
庭
の
子
ど
も
の
放
課
後
の
生
活
の
場
の

提
供
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
は
、
文
部
科
学
省
所
管
で
全
て

の
小
学
生
が
対
象
で
学
習
支
援
に
重
点
を
お

い
て
運
営
を
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
、
所
管

の
違
い
か
ら
、
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
生
活
の
場
と
学
び
の

場
を
一
体
と
す
る
考
え
方
は
必
要
で
あ
る
。

各
校
区
の
児
童
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
3
事
業
を
1
つ
の
団
体
で

の
運
営
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
柔
軟
で
統

一
的
対
応
が
図
れ
る
と
考
え
る
。
保
護
者
ニ

ー
ズ
の
把
握
は
3
事
業
の
責
任
者
会
議
で
問

題
意
識
等
の
統
一
及
び
解
決
策
の
共
有
を
行

っ
て
い
る
。

　・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
利

　
用
の
補
助
に
つ
い
て

・
認
知
症
の
事
故
救
済
制
度
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

総合防災訓練余熱を利用した温水プール（イメージ図）

通学路のカラー舗装 沖村児童館
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市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
健
康

づ
く
り
運
動
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
策
定

し
た
「
北
名
古
屋
市
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
２１ 

」

の
資
料
に
よ
る
と
、
本
市
の
状
況
は
、
特
定

健
診
受
診
率
の
低
さ
や
若
い
世
代
で
の
大
腸

が
ん
検
診
受
診
者
数
が
少
な
い
傾
向
に
あ

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
若
年
層
へ
の

各
種
健
診
へ
の
誘
導
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
生
活
習
慣
病
予
防
に
は
適
度
な
運
動
が

有
効
で
あ
り
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
新
潟
県
妙
高
市
の
体
育
施
設
で

は
、
プ
ー
ル
本
来
の
使
い
方
に
と
ど
ま
ら
ず

施
設
内
の
す
べ
て
の
空
間
、
設
備
を
有
効
活

用
し
て
多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
る
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
で
き

非
常
に
人
気
を
博
し
て
い
る
。
現
在
建
設
中

の
（
仮
称
）
北
名
古
屋
清
掃
工
場
の
余
熱
を

利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
で
の
設
備
の
活
用
や

幅
広
い
利
用
者
獲
得
の
方
法
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
北
名
古
屋
衛
生
組
合
が
市
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
を
進
め
て
い
る
。
施
設
の
活
用
方
法
と

し
て
は
泳
ぐ
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、
多
目

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
幅

広
い
年
齢
層
で
利
用
者
間
の
交
流
も
深
ま
る

よ
う
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

 

・
清
掃
工
場
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー

　
ル
の
設
備
に
つ
い
て

・
市
内
の
施
設
を
利
用
し
た
総
合
健
康
プ
ロ

　
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

・
通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
5
月
に
大
津
市
に
お
い
て
、
歩
道
で
信
号

待
ち
を
し
て
い
た
園
児
の
列
に
車
が
突
っ
込

み
、
死
者
を
出
す
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発

生
し
た
。
本
市
で
は
、
通
学
路
安
全
対
策
の

た
め
通
学
路
の
完
全
カ
ラ
ー
化
の
推
進
を
し

て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。
2
0
1
6
年
の
猶

木
議
員
の
通
学
路
の
安
全
対
策
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
、「
第
１

ス
テ
ー
ジ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
、
第
２
ス
テ

ー
ジ
が
利
用
者
目
線
で
質
的
改
良
、
第
３
ス

テ
ー
ジ
が
道
路
構
造
の
整
備
」と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
現
在
は
ど
の
ス
テ
ー
ジ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。
ま
た
、
保
育
園
児
の
通
園
や
園

外
活
動
、
未
就
学
児
が
利
用
す
る
子
育
て
関

連
施
設
周
辺
の
歩
道
の
点
検
整
備
を
実
施
す

る
考
え
は
。

　
本
市
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
優
先

し
、
関
係
各
課
や
国
や
県
の
道
路
管
理
者
、

警
察
、
小
学
校
と
連
携
し
通
学
路
緊
急
合
同

点
検
や
通
学
路
交
通
安
全
対
策
検
討
会
を
組

織
し
て
い
る
。
通
学
路
の
カ
ラ
ー
化
は
平
成

24
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
各
所
で
目
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
第
１
ス
テ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
化
対
策

だ
け
で
な
く
、
防
護
柵
の
設
置
等
を
行
う
質

的
・
構
造
的
改
良
を
伴
う
次
な
る
ス
テ
ー
ジ

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
に
は
改
め
て
園
外
活
動
の
安

全
点
検
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
通
学
路
交

通
安
全
対
策
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
に
保
育

園
、
幼
稚
園
、
子
育
て
支
援
施
設
の
方
々
を

加
え
、
様
々
な
角
度
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
げ

て
い
く
。

 

・
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

・
教
育
現
場
へ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の

　
設
置
に
つ
い
て

・
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
・
自
殺
相
談

　
に
つ
い
て

通
園
通
学
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
安
全
対
策
と

今
後
に
つ
い
て

齊
藤

　裕
美（
公
明
党
）

副
市
長

清
掃
工
場
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
の

活
用
に
つ
い
て

清
水

　晃
治（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
環
境
部
長

児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

統
合
に
つ
い
て

浅
利

　公
惠（
市
政
ク
ラ
ブ
）

防
災
部
局
が
つ
な
ぐ
学
校
と
地
域
の

連
携
に
つ
い
て

渡
邉

　麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

福
祉
部
次
長

防
災
環
境
部
長

　
災
害
時
、
避
難
所
と
な
る
学
校
は
地
域
防

災
の
拠
点
と
し
て
市
民
か
ら
の
期
待
が
高

い
。
災
害
時
は
、
行
政
職
員
は
様
々
な
対
応

に
追
わ
れ
、
教
職
員
は
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
や
学
校
教
育
活
動
の
維
持
・
再
開
を
最

優
先
に
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
学

校
の
設
備
や
防
災
機
能
を
把
握
し
、
避
難
所

を
主
体
的
に
利
用
す
る
市
民
へ
の
積
極
的
な

情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
市
の
防
災
部
局

が
事
前
に
学
校
・
地
域
の
自
主
防
災
会
等
と

情
報
を
共
有
し
協
議
し
て
お
く
こ
と
で
、
円

滑
な
避
難
所
運
営
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

①
　
小
・
中
学
校
の
防
災
計
画
・
避
難
所
運

営
計
画
は
。

②
　
学
校
の
防
災
機
能
や
設
備
の
把
握
と
市

民
へ
の
情
報
共
有
は
。

③
　
学
校
と
市
民
が
連
携
体
制
を
つ
く
る
た

め
の
対
策
は
。

①
　
市
内
の
小
・
中
学
校
１６
校
が
大
地
震
防

災
計
画
を
整
備
し
、
教
職
員
の
動
員
や
活
動

内
容
な
ど
避
難
所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
明

記
し
て
い
る
。

②
　
市
の
防
災
訓
練
の
際
の
現
場
確
認
が
情

報
提
供
の
場
と
捉
え
て
い
る
が
、
学
校
設
備

に
つ
い
て
情
報
共
有
で
き
て
い
な
い
部
分
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
　
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
枠
組
み
を
通
じ
て
防
災
部
局
が

学
校
と
地
域
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
、
災
害

時
の
避
難
所
の
機
能
が
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
、
学
校
関
係
者
、
地
元
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
く
。

 

・
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

・
学
区
外
の
公
園
利
用
に
つ
い
て

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
い
て

　
本
市
で
は
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
責
任
者
と
行
政
が
合
同
会
議
を
行
う

等
連
携
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
児

童
ク
ラ
ブ
の
施
設
内
で
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
両
方
を
行
う
こ
と
は
、
定
員
、
施
設
の
関

係
や
目
的
（
生
活
の
場
と
し
て
の
児
童
ク
ラ

ブ
、
学
習
の
場
と
し
て
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
）
が
異
な
る
た
め
統
合
は
困
難
で
あ
る

が
、
指
導
員
の
先
生
や
指
導
方
針
を
統
一
し

た
方
が
児
童
に
と
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
運
営
の
方
法
、
指
導
方
法
の
見

直
し
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
で
留

守
家
庭
の
子
ど
も
の
放
課
後
の
生
活
の
場
の

提
供
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
は
、
文
部
科
学
省
所
管
で
全
て

の
小
学
生
が
対
象
で
学
習
支
援
に
重
点
を
お

い
て
運
営
を
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
、
所
管

の
違
い
か
ら
、
事
業
を
統
合
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
生
活
の
場
と
学
び
の

場
を
一
体
と
す
る
考
え
方
は
必
要
で
あ
る
。

各
校
区
の
児
童
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
3
事
業
を
1
つ
の
団
体
で

の
運
営
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
柔
軟
で
統

一
的
対
応
が
図
れ
る
と
考
え
る
。
保
護
者
ニ

ー
ズ
の
把
握
は
3
事
業
の
責
任
者
会
議
で
問

題
意
識
等
の
統
一
及
び
解
決
策
の
共
有
を
行

っ
て
い
る
。

　・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
利

　
用
の
補
助
に
つ
い
て

・
認
知
症
の
事
故
救
済
制
度
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

総合防災訓練余熱を利用した温水プール（イメージ図）
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市
民
の
相
談
に
乗
り
、
的
確
に
仕
事
を
進

め
る
上
で
大
切
な
こ
と
の
一
つ
に
空
間
環
境

が
あ
る
。
近
年
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
取
組
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
１
．
マ

ス
キ
ン
グ
効
果
（
話
し
や
す
い
空
間
を
つ
く

る
）
。
２
．
感
情
誘
導
効
果
（
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
の
向
上
）
。
３
．
イ
メ
ー
ジ
誘
導
効
果

（
快
適
な
空
間
演
出
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
理
由
か
ら
病
院
や
企
業
等
だ
け
で
な

く
、
自
治
体
で
の
導
入
例
も
あ
る
。
心
地
よ

い
空
間
は
開
か
れ
た
市
役
所
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

①
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
で
、
市
民

課
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
試
験
的
に
流
し
て
は
。

②
　
窓
口
の
接
客
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
。

①
　
過
去
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て
検
討
し
た

際
、
単
純
作
業
に
は
効
率
が
上
が
る
が
、
窓

口
の
接
客
業
務
で
は
、
同
時
に
様
々
な
こ
と

に
心
を
配
る
必
要
が
あ
り
効
果
が
期
待
で
き

な
い
だ
け
で
な
く
、
流
す
曲
に
よ
っ
て
は
逆

効
果
な
場
合
も
あ
る
と
考
え
導
入
に
至
ら
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
導

入
す
る
に
は
、
音
響
機
器
導
入
費
用
や
有
線

放
送
を
利
用
す
る
場
合
は
月
額
使
用
料
等
の

コ
ス
ト
が
発
生
し
、
試
験
的
に
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
。
本
市
は
、
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
心
地
よ
い
空
間

を
つ
く
り
、
開
か
れ
た
市
役
所
を
目
指
す
と

と
も
に
市
民
目
線
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
た
い
。

②
　
窓
口
に
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
嬉
し
い

人
、
家
族
が
亡
く
な
り
悲
し
い
人
等
、
様
々

な
方
が
来
庁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
心
に
寄
り

添
う
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
信
頼
し
て

い
た
だ
け
る
接
客
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　
平
成
２８
年
に
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
ご

み
処
理
場
の
稼
働
開
始
ま
で
約
１
年
近
く
と

な
っ
た
。
ご
み
処
理
場
東
側
の
県
道
名
古
屋

外
環
状
線
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
愛
知
県
か
ら
事
故
対
策
危
険
箇

所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
外
環
状
線
沿

線
は
店
舗
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
建

設
さ
れ
る
ご
み
処
理
場
の
余
熱
を
利
用
し
た

プ
ー
ル
が
供
用
開
始
と
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る

交
通
渋
滞
が
予
想
で
き
、
き
め
細
や
か
な
交

通
渋
滞
へ
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

①
　
ご
み
処
理
場
に
搬
入
出
す
る
収
集
車
の

経
路
に
よ
っ
て
は
、
更
な
る
交
通
量
の
増
加

と
な
る
が
、
井
瀬
木‒

二
子
間
の
信
号
機
等

の
設
置
を
協
議
す
べ
き
で
は
。

②
　
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
不
安
解
消

に
む
け
た
周
知
説
明
な
ど
、
交
通
渋
滞
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
対
策
に
向
け
た
取
組

は
。

①
　
井
瀬
木‒

二
子
間
の
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県
な
ど
と
協
議
し
た

が
、
西
枇
杷
島
警
察
か
ら
横
断
者
が
少
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
設
置
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後
、
県
道
と

交
差
す
る
道
路
の
構
想
路
線
な
ど
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

②
　
ご
み
処
理
場
の
供
用
開
始
後
の
現
状
と

予
想
交
通
量
を
比
較
し
て
、
状
況
変
化
が
あ

れ
ば
、
名
古
屋
市
と
と
も
に
地
元
説
明
を
行

う
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　・
ご
み
処
理
場
建
設
に
係
る
周
辺
整
備
の
進

　
捗
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
場
近
辺
の
交
通
量
調
査
の
必
要

　
性
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
検
証
の
中

で
災
害
時
要
援
護
者
で
あ
る
乳
幼
児
、
妊
産

婦
に
対
す
る
ケ
ア
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
は
乳
幼
児
と
妊
産

婦
へ
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

災
害
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
事
前
に
考
え
る

機
会
や
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

①
　
乳
幼
児
、
妊
産
婦
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
の
啓
発
方
法
と
現
状
と
課
題
は
。

②
　
乳
幼
児
や
妊
産
婦
向
け
の
災
害
時
の
行

動
、
日
頃
の
備
え
等
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
及
び
配
布
の
考
え
は
。

③
　
防
災
へ
興
味
が
持
て
る
よ
う
な
分
か
り

や
す
い
啓
発
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　①
　
防
災
対
策
の
啓
発
は
、
パ
パ
マ
マ
教

室
、
4
か
月
、
10
か
月
児
健
康
診
査
で
啓
発

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と

チ
ラ
シ
の
配
布
、
妊
産
婦
や
乳
児
が
い
る
家

庭
に
必
要
な
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
中
身
を

展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
で
配
布
し
て
い
る
子
育
て
情
報
誌
の
中

で
、
災
害
対
策
の
頁
を
設
け
て
い
る
が
、
実

際
に
各
家
庭
で
ど
れ
く
ら
い
災
害
へ
の
準
備

が
な
さ
れ
て
い
る
か
現
状
把
握
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
啓
発
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

②
　
現
在
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
の
内
容
を

災
害
へ
の
備
え
に
よ
り
役
立
つ
も
の
に
な
る

よ
う
再
考
し
て
い
き
た
い
。

③
　
他
市
町
の
も
の
を
検
証
し
、
実
際
に
発

災
し
た
時
に
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て
い

く
。

 

・
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
に
つ
い
て

・
災
害
時
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

　
北
名
古
屋
市
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
昨
年
８
月
診
療
分
か
ら
小
・
中

学
生
の
約
３
分
の
１
の
医
療
費
が
無
料
と
な

っ
た
一
方
で
、
無
料
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

世
帯
も
あ
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
に
関
し
て

は
多
様
な
意
見
が
あ
り
、
市
民
の
関
心
も
高

い
。
若
者
夫
婦
な
ど
は
実
質
賃
金
も
上
が
ら

ず
、
教
育
費
の
負
担
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
以

上
景
気
が
悪
化
す
れ
ば
さ
ら
な
る
実
質
賃
金

の
低
下
や
家
計
消
費
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ

れ
る
。

　
未
来
を
担
う
主
人
公
で
あ
る
子
ど
も
達
が

景
気
や
親
の
所
得
に
関
係
な
く
、
い
つ
で
も

医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
の
経

済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
健
康
で
教
育
を
受
け

る
機
会
、
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で
あ
る
。
子

ど
も
医
療
費
の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
や

放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
、
教
育
環

境
の
整
備
な
ど
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

他
の
子
育
て
支
援
策
の
動
向
と
財
政
バ
ラ
ン

ス
を
意
識
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
施
策
と
し
て
い
き
た

い
。

 

・
住
民
基
本
台
帳
に
つ
い
て

・
学
校
の
進
路
指
導
に
つ
い
て

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
に
つ
い
て

梅
村

　真
史（
無
会
派
）

総
務
部
長

ご
み
処
理
場
稼
働
後
の
交
通
渋
滞
等
へ
の

対
策
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

副
市
長

乳
幼
児
・
妊
産
婦
の
防
災
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

国
保
医
療
課
長

そ
の
他
の
質
問

市
民
健
康
部
次
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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市
民
の
相
談
に
乗
り
、
的
確
に
仕
事
を
進

め
る
上
で
大
切
な
こ
と
の
一
つ
に
空
間
環
境

が
あ
る
。
近
年
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
取
組
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
１
．
マ

ス
キ
ン
グ
効
果
（
話
し
や
す
い
空
間
を
つ
く

る
）
。
２
．
感
情
誘
導
効
果
（
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
の
向
上
）
。
３
．
イ
メ
ー
ジ
誘
導
効
果

（
快
適
な
空
間
演
出
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
理
由
か
ら
病
院
や
企
業
等
だ
け
で
な

く
、
自
治
体
で
の
導
入
例
も
あ
る
。
心
地
よ

い
空
間
は
開
か
れ
た
市
役
所
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

①
　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
で
、
市
民

課
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
試
験
的
に
流
し
て
は
。

②
　
窓
口
の
接
客
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
。

①
　
過
去
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て
検
討
し
た

際
、
単
純
作
業
に
は
効
率
が
上
が
る
が
、
窓

口
の
接
客
業
務
で
は
、
同
時
に
様
々
な
こ
と

に
心
を
配
る
必
要
が
あ
り
効
果
が
期
待
で
き

な
い
だ
け
で
な
く
、
流
す
曲
に
よ
っ
て
は
逆

効
果
な
場
合
も
あ
る
と
考
え
導
入
に
至
ら
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
導

入
す
る
に
は
、
音
響
機
器
導
入
費
用
や
有
線

放
送
を
利
用
す
る
場
合
は
月
額
使
用
料
等
の

コ
ス
ト
が
発
生
し
、
試
験
的
に
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
。
本
市
は
、
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
心
地
よ
い
空
間

を
つ
く
り
、
開
か
れ
た
市
役
所
を
目
指
す
と

と
も
に
市
民
目
線
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
た
い
。

②
　
窓
口
に
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
嬉
し
い

人
、
家
族
が
亡
く
な
り
悲
し
い
人
等
、
様
々

な
方
が
来
庁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
心
に
寄
り

添
う
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
信
頼
し
て

い
た
だ
け
る
接
客
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　
平
成
２８
年
に
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
ご

み
処
理
場
の
稼
働
開
始
ま
で
約
１
年
近
く
と

な
っ
た
。
ご
み
処
理
場
東
側
の
県
道
名
古
屋

外
環
状
線
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
に
悩
ま
さ

れ
て
お
り
、
愛
知
県
か
ら
事
故
対
策
危
険
箇

所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
外
環
状
線
沿

線
は
店
舗
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
建

設
さ
れ
る
ご
み
処
理
場
の
余
熱
を
利
用
し
た

プ
ー
ル
が
供
用
開
始
と
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る

交
通
渋
滞
が
予
想
で
き
、
き
め
細
や
か
な
交

通
渋
滞
へ
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

①
　
ご
み
処
理
場
に
搬
入
出
す
る
収
集
車
の

経
路
に
よ
っ
て
は
、
更
な
る
交
通
量
の
増
加

と
な
る
が
、
井
瀬
木‒

二
子
間
の
信
号
機
等

の
設
置
を
協
議
す
べ
き
で
は
。

②
　
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
不
安
解
消

に
む
け
た
周
知
説
明
な
ど
、
交
通
渋
滞
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
対
策
に
向
け
た
取
組

は
。

①
　
井
瀬
木‒

二
子
間
の
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県
な
ど
と
協
議
し
た

が
、
西
枇
杷
島
警
察
か
ら
横
断
者
が
少
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
設
置
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後
、
県
道
と

交
差
す
る
道
路
の
構
想
路
線
な
ど
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

②
　
ご
み
処
理
場
の
供
用
開
始
後
の
現
状
と

予
想
交
通
量
を
比
較
し
て
、
状
況
変
化
が
あ

れ
ば
、
名
古
屋
市
と
と
も
に
地
元
説
明
を
行

う
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　・
ご
み
処
理
場
建
設
に
係
る
周
辺
整
備
の
進

　
捗
に
つ
い
て

・
ご
み
処
理
場
近
辺
の
交
通
量
調
査
の
必
要

　
性
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
検
証
の
中

で
災
害
時
要
援
護
者
で
あ
る
乳
幼
児
、
妊
産

婦
に
対
す
る
ケ
ア
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
は
乳
幼
児
と
妊
産

婦
へ
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

災
害
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
事
前
に
考
え
る

機
会
や
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

①
　
乳
幼
児
、
妊
産
婦
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
の
啓
発
方
法
と
現
状
と
課
題
は
。

②
　
乳
幼
児
や
妊
産
婦
向
け
の
災
害
時
の
行

動
、
日
頃
の
備
え
等
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
及
び
配
布
の
考
え
は
。

③
　
防
災
へ
興
味
が
持
て
る
よ
う
な
分
か
り

や
す
い
啓
発
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　①
　
防
災
対
策
の
啓
発
は
、
パ
パ
マ
マ
教

室
、
4
か
月
、
10
か
月
児
健
康
診
査
で
啓
発

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
と

チ
ラ
シ
の
配
布
、
妊
産
婦
や
乳
児
が
い
る
家

庭
に
必
要
な
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
中
身
を

展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
で
配
布
し
て
い
る
子
育
て
情
報
誌
の
中

で
、
災
害
対
策
の
頁
を
設
け
て
い
る
が
、
実

際
に
各
家
庭
で
ど
れ
く
ら
い
災
害
へ
の
準
備

が
な
さ
れ
て
い
る
か
現
状
把
握
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
啓
発
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

②
　
現
在
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
の
内
容
を

災
害
へ
の
備
え
に
よ
り
役
立
つ
も
の
に
な
る

よ
う
再
考
し
て
い
き
た
い
。

③
　
他
市
町
の
も
の
を
検
証
し
、
実
際
に
発

災
し
た
時
に
、
ど
う
行
動
す
べ
き
か
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
検
討
し
て
い

く
。

 

・
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
に
つ
い
て

・
災
害
時
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

　
北
名
古
屋
市
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
昨
年
８
月
診
療
分
か
ら
小
・
中

学
生
の
約
３
分
の
１
の
医
療
費
が
無
料
と
な

っ
た
一
方
で
、
無
料
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

世
帯
も
あ
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
に
関
し
て

は
多
様
な
意
見
が
あ
り
、
市
民
の
関
心
も
高

い
。
若
者
夫
婦
な
ど
は
実
質
賃
金
も
上
が
ら

ず
、
教
育
費
の
負
担
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
以

上
景
気
が
悪
化
す
れ
ば
さ
ら
な
る
実
質
賃
金

の
低
下
や
家
計
消
費
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ

れ
る
。

　
未
来
を
担
う
主
人
公
で
あ
る
子
ど
も
達
が

景
気
や
親
の
所
得
に
関
係
な
く
、
い
つ
で
も

医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
庭
の
経

済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
健
康
で
教
育
を
受
け

る
機
会
、
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
務
で
あ
る
。
子

ど
も
医
療
費
の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
や

放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
、
教
育
環

境
の
整
備
な
ど
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

対
す
る
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

他
の
子
育
て
支
援
策
の
動
向
と
財
政
バ
ラ
ン

ス
を
意
識
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
施
策
と
し
て
い
き
た

い
。

 

・
住
民
基
本
台
帳
に
つ
い
て

・
学
校
の
進
路
指
導
に
つ
い
て

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
に
つ
い
て

梅
村

　真
史（
無
会
派
）

総
務
部
長

ご
み
処
理
場
稼
働
後
の
交
通
渋
滞
等
へ
の

対
策
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

副
市
長

乳
幼
児
・
妊
産
婦
の
防
災
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

国
保
医
療
課
長

そ
の
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令和元年度の市議会モニターは１０名の方が活躍しています。
ここでは、いただいたご意見を紹介します。

初めてだと、資料のどこを
説明しているのかわからない。 スピーディーでいいと思う。

もっと各議員からの質問があると思っていた。

各常任委員会を1日にまとめると、
経費も無駄にならなくて良いのでは。　

休憩時間が
長いのでは。

初めての出席。
何が何だか
分からないうちに
終了してしまった。

よく読み込まれた方の
一般質問は
聞き易かった。

市の職員及び議員全員
クールビズが徹底されており
気持ちが良かった。

委員会(第1委員会室)では
声が小さいと聞き取れない。

市議会モニター意見箱
～第１回臨時会・第２回臨時会・第２回定例会～

　北名古屋市議会では開かれた議会
への推進を図るため、議会だより
『きたしる』がスマートフォンのア
プリ【マチイロ】でも閲覧できるよ
うにしました。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。
 （通信機器のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
　し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
　係ありません。

利用方法
１　下の二次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索
　　して、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めるようになりました。

ios版 Android版

　本会議・委員会開催日（P16定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレベー
ター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始
３０分前からとなります。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場

この作品は、「祭りでの天神太鼓」というテーマで名古
屋芸術大学の学生さんに描いていただきました。

表紙紹介 伊藤　里穂さん
（名古屋芸術大学４年）

作者本人イラスト 全員協議会室
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令和元年第３回定例会の予定　
北名古屋市議会だより vol.67

≪皆さんの声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

８月２８日（水）

９月 ５日（木）

９月６日（金）

９月９日（月）

９月１０日（火）

９月１１日（水）

９月１７日（火）

９月１８日（水）

９月１９日（木）

９月２０日（金）

９月２６日（木）

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

【請願書・陳情書の
提出について】
第３回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、８月１９日(月)
の午後５時(予定)で
す。詳しくは、議会
事務局までお問い合
わせください。

　議会だよりをより多くの方に手に取り、読んでいただけるよう、今回から議案及び
委員会に関するページをリニューアルしてお届けしております。また、１年間通して
『虐待』をテーマに特集記事を掲載してまいります。全頁カラー化に伴い更なる見や
すさの追求と、充実した紙面づくりを目指し、今後も工夫を重ねてまいりますので、
よろしくお願いいたします。
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